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いるわけであるが︑さらに傍証として︑ ﹁税文﹂という言葉の初見がまさに和銅元年太政官符においてであることを重視され︑これ以前の税帳は雑用記載の存在しない未熟なものであったとされるのである︒山本氏 公廨条に﹁費用﹂の二字が存在 なか 可能性を指摘した上で岡田説を援用しておられる︒
　そこでまず︑大宝二年の大租数文の実態について検討を加えたい︒












































































に求め︑大宝元年に税帳は誕生し された上で︑ ﹁大租数文﹂の解釈 ついては岡田氏の見解に賛同 ておら る︒
　また岡田氏は︑駅起稲帳については﹃続日本紀﹄和銅二年六月乙
巳条に﹁令諸国進駅起稲帳﹂と 記事が見えるこ から︑史料一の数文はいずれも一回的なもので 能性 あり︑毎年進上される税帳の成立はこ よりも後になるという見通しを述べら た上で︑不動倉別定を命じた和銅元年太政官符を地方財政史上の一大画期と捉え︑ここに税帳制度 も大きな変化があったはずであるとさ
税帳と税帳使
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3） ﹁収納正税穀并穎稲雑用﹂ ︑ （
4） ﹁収納天
平四年正税并雑用﹂ ︑ （





















六年まで集中して現れる︒ ﹁官に申送﹂ではなく︑特に﹁弁官に申送﹂と指定するのが﹃続紀﹄ おけるこの時期の記事の 徴 ︑史料一以外に六例見出せる
（
18）︒このうち五例は﹁制﹂ ﹁太政官処分﹂と















税文に検封責任者の名を注すべきことを定めているに過ぎず︑それ以外には何ら定めが ︒ の事実はむしろこ 時点の税文がある程度整った書式を備えていたことを強く示唆 て る︒大宝二年の大租数文作成命令と和銅元年の不動倉別定がわずか六年しか隔たっていないことを考えれば︑不動倉別定の時点で成立していた書式は大租数文作成命令の時点で成立したも と同一 考えてよいの はなかろうか︒
　以上︑和銅元年頃に税帳制度成立の画期を認める岡田氏の見解に
は根拠が乏しく︑それ以前︑時期的 考えて 宝元年 大税貯置とそれを受けて発令されたことが疑いない大宝二年の大租数文進上令こ ︑税帳制度の始期として差し支え と れる︒
　ただし︑大宝年間の税帳に雑用記載があったかどうかについては︑
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天平 2 年／大倭 天平 2（730）/12/20 ○
天平 2 年／尾張 天平 2（730）/12/ － ○
天平 2 年／伊賀 天平 3（731）/02/07 ●
天平 2 年／越前 天平 3（731）02/26 ●
天平 4 年／隠岐 天平 5（733）/02/19 ●
天平 6 年／尾張 天平 6（734）/12/24 ○
天平 6 年／周防 天平 7（735）/07/03 ●
天平 9 年／駿河 天平10（738）/02/18 ●
天平 9 年／和泉 天平10（738）/04/05 ●
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天平 2 年／紀伊 収納大税帳 ▼
天平 2 年／尾張 収納大税帳 ▼
天平 2 年／越前 大税帳 ◇
天平 4 年／隠岐 正税収納帳 ▼
天平 6 年／尾張 収納正税帳 ▼
天平 6 年／周防 正税目録帳 ◎
天平 8 年／薩摩 正税目録帳 ◎
天平 8 年／摂津 正税目録帳 ◎
天平 9 年／長門 収納大税目録帳 ▼＋◎
天平 9 年／豊後 正税帳 ◇
天平 9 年／駿河 正税目録帳 ◎
天平 9 年／和泉 収納正税帳 ▼
天平 10 年／駿河 正税帳 ◇
天平 10 年／周防 正税帳 ◇
天平 10 年／筑後 正税目録帳 ◎




































る︒この事実は︑税帳使の責任が従来よりも格段に重くなったことを示しているものと考えられ 六 に税帳及び 使の制度に大きな変化をもたらす何らかの改革が行わ た可能性を強く示唆している︒
表 2　税帳使一覧
年度／国 税帳使の官職
天平 2 年／伊賀 史生
天平 2 年／越前 史生
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ことは︑税帳使の成立を考える上で注目される︒単に税帳を進上してくる使者という意味での税帳使は税帳成立と同時に成立したといえるが︑四度使の一つに数えられ︑他の群小諸使 は区別される使者としての税帳 これを機に成立した ではないかと考えらるからであ ︒
　また︑天平六年の官稲混合が正税の監視を強化する画期的な政策




































































































































































































































































































































































































































説くところである︒同氏 ﹃華厳経﹄ しば ば現れ ﹁世界﹂
（蓮華蔵荘厳世界海︑華蔵荘厳世界海）
は︑経文の上では明瞭











した﹃延暦僧録﹄東大居士伝に見られ ﹁香水海中︑世界種︑蓮華蔵世界︑盧舎那仏﹂という表現 ︑そ こ を めすものであろう
（
27）︒


















































て︑たとえば次があげられよう︒ ﹃六十華厳 盧舎那仏品によれば︑﹁法身は︑しっかりと安定したもので崩れることはなく︑すべての多くの法界に充ち満ちている︒あらゆるところに多くの を現すことができ︑臨機応変に衆生を教化して善に導く
（
20）﹂という︒また︑
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なく種の中にあることを確認する︒ お︑この点に関 ては︑定方晟氏の研究 成果が大いに参考になろう
（
40）︒同氏の研究は︑ ﹃八十華








































































































































なく種の中にあることを確認する︒ お︑この点に関 ては︑定方晟氏の研究 成果が大いに参考になろう
（
40）︒同氏の研究は︑ ﹃八十華





















































整理した定方氏は︑ ﹃華厳経﹄の梵本の成立年代から判断し︑仏教の宇宙論は﹃華厳経﹄の宇宙論から﹃ 網経﹄の宇宙論へと展開したと考え議 を行って るようである
（
51）︒しかしながら︑東アジアに

































らしい︒大仏は報身であるとする見方が江戸時代以来 通説であるが︑家永三郎氏によれば︑そうではなく法身と見るべきのようである︒同氏によれば︑報身とする例 ︑平安時代以前 お てはまったく見出せない︒一方 たとえば﹃三代実録﹄貞観三年
（八六一）
























無数の﹁世界﹂が入っている︒世界は層をなし︑たとえば二 層をあげれば︑そ 一番下から十三番目の層 ﹁娑婆﹂と呼ばれる世界があり︑そこに在す 毘盧遮那如来世尊である︒そ て︑そ ぞれの世界は 上に行くほどより多く 無数 取 囲ま ているという︒以上により 毘盧遮那如来世尊
（すなわち盧舎那）
の在










るとする︒そして︑その上の十四番目の層にもまた穴があり種が入っているとするなどの混乱が見 れ ︒そして︑そのまま混乱を続け︑さらに ︑二十番目 層には無数の穴と無数 種 あるとする︒そして︑そこまでが一つの集まりで︑そ 十方にある同様な集まりを合わせたすべてが盧舎那が常に法輪を転ずるところで とする︒
　以上のように︑ ﹃六十華厳﹄は︑意味不明かつ﹃八十華厳﹄とは
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必ずしも違うものではないことを指摘し︑大仏が﹃六十華厳﹄に依拠したものであると解釈できな こ ない理由を述べる︒筆者はこの点により︑大仏は華厳教主像である する従来の説①をとりたい︒ただし︑正確には﹃六十華厳﹄に依拠する華厳教主盧舎那像いうべきであろうと考える︒
　前節で﹃梵網経﹄の内容は﹃八十華厳﹄の内容と違うことをしめ













迦を現し︑十億の菩提樹 下 それぞれに汝が問うところの菩提薩埵心地を説かせる︒そ 残り 九百九十九葉の上の釈迦も同じようにして︑すべてを合わせて千の十億倍の釈迦を現す の上の釈迦は︑われの化身である︒千の 倍 は︑千の化身である︒われはすでに本源となり︑名づけて盧舎那仏という（
59）﹂と説く︒　以上のように︑ ﹃梵網経﹄は︑千葉ある花弁の︿それぞれの花弁
の中に一つの三千大千世界が入っている﹀蓮の花托に在す盧舎那を説いている︒そして︑千葉の花弁のそれぞれ 上 は一尊 釈迦が在し︑さらには︑三千大 世界 中にあるそれぞれの閻浮提 一尊の釈迦が座しているとする
（
60）︒これほど大仏の意匠に符合する内容

























































必ずしも違うものではないことを指摘し︑大仏が﹃六十華厳﹄に依拠したものであると解釈できな こ ない理由を述べる︒筆者はこの点により︑大仏は華厳教主像である する従来の説①をとりたい︒ただし︑正確には﹃六十華厳﹄に依拠する華厳教主盧舎那像いうべきであろうと考える︒
　前節で﹃梵網経﹄の内容は﹃八十華厳﹄の内容と違うことをしめ









実際に本にされたのは﹃六十華厳﹄であっ ︾ 以上については︑第二章第三節で見 よう ︑ ﹃続日本紀﹄によれば︑ ﹃華厳経﹄が本にされていたよう ある︒そして︑第二章第四節 よび第五節 見たように︑大仏の意匠は︑ ﹃八十華厳﹄の内容に違うが︑ ﹃六十華厳﹄の内容と齟齬をきたすものではないようである︒これらの点は︑以上の仮説が成立し得ることをしめすも であろう︒
　︽仮説②︑ところが︑ ﹃六十華厳﹄の内容には重大な欠落などがあ
り︑その箇所を補うため ﹃梵網経﹄の内容が援用された︾ 以上については︑第一章第七節で見たように︑ ﹃六十華厳﹄ は 我々人類が住む娑婆世界をはじめ三千大千世界が宇宙のどこに位置すか不明である点を見落としてはならないであろう︒おそらく意匠








も見えるものになってしまっ ︾ ︒以上については︑第二章第四節で︑大仏の意匠は︑ ﹃梵網経﹄の内容には符合する ︑ ﹃八十華厳﹄の内容には違うことを明 かに たつもりである︒
　筆者は思うに︑今日我々は﹃八十華厳﹄をもって大仏を見るため

























見方が成立 たのは︑ある は︑ ﹃六十華厳﹄に依拠して造 つもりの盧舎那像である大仏の意匠が﹃八十華厳﹄が説 毘盧遮那についての内容と齟齬をきたすことが意識されるようになったためでもあるか しれない︒この点について詳しいところは︑今後の研究を待ちたい︒
　また︑望月信亨氏の研究をはじめとする近年の研究により︑ ﹃梵
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22）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三 四）大正九︑
 六一六上﹁虛空無形色故︒如來法身亦




23）  ﹃探玄記﹄ （卷三）大正三十五︑





24）  ﹃望月佛教大辭典﹄毘盧遮那︑ 四三六七頁︒次を参照︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
 四〇五中～四〇五下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷六）大正十︑
 二六中～二七上︒
（











27）  ﹃延曆僧録﹄東大居士傳（ ﹃東大寺要録﹄卷二） ︒
（













30）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三十四）大正九︑
















33）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑








35）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑




36）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑
 四二三上～四二六中︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷十三）
大正十︑
 六三上～六五下︒とくに次の内容は︑ ﹁百萬﹂の次の単位が﹁一億﹂





37）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑




38）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑




39）  ﹃長阿含經﹄ （卷一八） 大正一︑







41）  ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
 四〇五下～四〇六下︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷三）
大正九︑
 四〇七上～四〇七中︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑
 四一二中︒なお︑
﹃八十華厳﹄では︑⑤東北︑⑥東南︑⑦西南︑⑧西北の順となる︒ ﹃八十華嚴﹄（卷六）大正十︑








43）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑
 四一二上～四一二中︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷八）
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7）  ﹃六十華嚴﹄ （卷六十）大正九︑
 七八八中︒
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次を参照︒中村元ほか編﹃岩波仏教辞典﹄ （岩波書店︑一九八 年） ︑毘
盧遮那︑六八二～六八三頁︒ ﹃望月佛教大辭典﹄毘盧遮那 四三六七～四三六九頁︒
（
15）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑




16）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五十六）大正九︑
 七五三下︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷五十七）大
正九︑
 七六三下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷七十四） 大正十︑
 四〇四下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷
七十六）大正十︑
 四一五下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷七十六）大正十︑
 四一六中︒
（
17）  ﹃八十華嚴﹄ （卷七十 ）大正十︑




18）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五十七）大正九︑



















22）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三 四）大正九︑
 六一六上﹁虛空無形色故︒如來法身亦




23）  ﹃探玄記﹄ （卷三）大正三十五︑





24）  ﹃望月佛教大辭典﹄毘盧遮那︑ 四三六七頁︒次を参照︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
 四〇五中～四〇五下︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷六）大正十︑
 二六中～二七上︒
（











27）  ﹃延曆僧録﹄東大居士傳（ ﹃東大寺要録﹄卷二） ︒
（













30）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三十四）大正九︑
















33）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑








35）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑




36）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑
 四二三上～四二六中︒ ﹃八十華嚴﹄ （卷十三）
大正十︑
 六三上～六五下︒とくに次の内容は︑ ﹁百萬﹂の次の単位が﹁一億﹂





37）  ﹃六十華嚴﹄ （卷五）大正九︑




38）  ﹃六十華嚴﹄ （卷四）大正九︑




39）  ﹃長阿含經﹄ （卷一八） 大正一︑







41）  ﹃六十華嚴﹄ （卷二）大正九︑
 四〇五下～四〇六下︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷三）
大正九︑
 四〇七上～四〇七中︒ ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑
 四一二中︒なお︑
﹃八十華厳﹄では︑⑤東北︑⑥東南︑⑦西南︑⑧西北の順となる︒ ﹃八十華嚴﹄（卷六）大正十︑








43）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑
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44）  ﹃六十華嚴﹄ （卷三）大正九︑


























數世界︒諸佛子︒彼諸世界種︒於世界海中︒各各依住︒各各形狀︒各各體性︒各各方所︒各各趣入 各各莊嚴 各各分齊 各各行列︒各各無差別︒各各力加持︒諸佛子 此世界種︒或有依大蓮華海住 或有依無邊色寶華海住︒或有依一切真珠藏寶瓔珞海住 或有依香水海住︒或有依一切華海 或有依摩尼寶網海住︒或有依漩流光海住 或有依菩薩寶莊嚴冠海住︒或有依種種眾生身海住︒或有依一切佛音聲摩尼王海住︒如是等︒若廣説者 有世界海微塵數﹂ ︒
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58）  ﹃梵網經﹄ （卷二）大正二十四︑
 一〇〇三下～一〇〇四上﹁我今盧舍那︒
方坐蓮花臺︒周匝千花上︒復現千釋迦 一花百億國︒ 國一釋迦︒各坐菩提樹︒一時成佛道﹂ ︒
（
59）  ﹃梵網經﹄ （卷一）大正二十四︑
 九九七下﹁號爲盧舍那︒住蓮花臺藏世界海︒




























































































のはその﹁日々の生理の大部分﹂ということだから 日課といえよう︒しか ︑ ﹃佩文韻府﹄ 索引は主に二字以上の熟語でしか引けないため︑一字動詞の﹁及﹂を調べるのには不向 し いいようがない︒検索機能に不便さがあった一九六〇年代の研究環境には︑﹁幸因辞旧谷︑従此及芳晨﹂の佳句が別途﹁旧谷﹂に収録されていたことを察知するのは容易ではない︒それこそ小島が研究業績を次々と量産した際に︑突破 難い限界 一つだったので ないだろうか︒
　﹃懐風藻﹄の語彙については︑小島論文は﹁中国語として一般に
用ゐられた 否か疑はしいものが多い﹂としたうえで五語を取り上げている︒そして︑日本人に﹁かつ つ意味 わかるのはむしろ和臭味があるためでもあらうか﹂ う見解を示している︒




























































﹁初唐楊烱の庭菊賦﹁及暮年華︑髪垂肩﹂の例によれば︑新羅の使者が来朝して以来月日も立ったという形容の意﹂とい 一説を示した後︑また﹁今はめでたい聖代に当っている︑まして毛髪を垂らした新羅の使者は我々と肩を並べて︑この聖代を祝う酒宴の席 侍っているといった意﹂という一説を付け加えている 筆者は﹁毛髪を垂らした﹂ する後 の説に魅力 感じている︒なぜなら︑ ﹃日本
42







及﹂の三字︑どうも変である︒或いは﹁反﹂ あるべきか﹂と指摘し︑誤字ではないかという疑問を呈してい ︒また︑これ ついて吉川幸次郎は﹁中国詩ならば︑ ﹁三韓に帰ろうとする 意味にはならぬ︑ ﹁及﹂の用法に問題がある﹂と批判 る︒それに耳を澄ませた小島憲之は﹁校注者から一言を
（
3）﹂という一文で﹁それほど上


















がれているようだ︒ただ︑ ﹁及﹂の用法は必ずしも﹁帰る﹂に限らなくてもい だろ ︒現に小島注
（
5）は﹁及は至るの意﹂という語注を
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　﹃懐風藻﹄の語彙については︑小島論文は﹁中国語として一般に
用ゐられた 否か疑はしいものが多い﹂としたうえで五語を取り上げている︒そして︑日本人に﹁かつ つ意味 わかるのはむしろ和臭味があるためでもあらうか﹂ う見解を示している︒














































































































































































































































































































　小島注を再び確認すると︑ ﹁黄飛を待つ﹂という前説と︑ ﹁ ﹁待
レ黄
飛﹂ともよめ いう返り点を交え 注 すなわち﹁黄を待ち飛ぶ﹂という後説を示している︒してみ ば︑入矢は前説を支持して︑そこに和習ありと認定 わけである︒確かに王周の五言絶句﹁落葉﹂詩に﹁月冷天風吹︑葉葉乾紅飛
（
49）﹂という詠み納め方を
している︒唐の詩人が詠んだ紅に色づ た木の葉 ︑日本の詩人が黄に色づ た木の に置き換えた︑と考える場合︑和習が認められるかもしれな ︒
46
明ける︒そこで︑ ﹁竺因愁請之曰：東海糜家者︑竺是也︑願勿焼之﹂（筆者訳：竺は因りて愁へ請へば曰く： ﹁東海糜家は︑竺これなり︑願くは之を焼くなかれ﹂ ）
と哀願する︒婦人は報恩しようとして少し余裕
















































































































　小島注を再び確認すると︑ ﹁黄飛を待つ﹂という前説と︑ ﹁ ﹁待
レ黄
飛﹂ともよめ いう返り点を交え 注 すなわち﹁黄を待ち飛ぶ﹂という後説を示している︒してみ ば︑入矢は前説を支持して︑そこに和習ありと認定 わけである︒確かに王周の五言絶句﹁落葉﹂詩に﹁月冷天風吹︑葉葉乾紅飛
（
49）﹂という詠み納め方を







































嶠百詠﹄雑考﹂ ︑ 敦煌本﹃李嶠百詠﹄について﹂が 用されて る︒これを見るだけで︑神田が李嶠百詠を解題す 専門家だといえよう︒神田喜一郎﹁ ﹃李嶠百詠﹄雑考
（
67）﹂を調べると︑ ﹁張庭芳の注は︑実は














































































































嶠百詠﹄雑考﹂ ︑ 敦煌本﹃李嶠百詠﹄について﹂が 用されて る︒これを見るだけで︑神田が李嶠百詠を解題す 専門家だといえよう︒神田喜一郎﹁ ﹃李嶠百詠﹄雑考
（
67）﹂を調べると︑ ﹁張庭芳の注は︑実は
















































































































































































































































































































































































































































川は﹁ぼんやりと︑おの を空しくして︑というのが︑この二字意であるであろう﹂ いう解釈 施 て ま ﹃荘子﹄の﹁嗒焉として其の耦 喪えるに似たり﹂ あげた えで︑ ﹁ ﹁嗒焉﹂は︑古典にあるが︑ ﹁嗒然﹂の語は︑ ﹁佩文韻府﹂など手近な辞書に見えない﹂と説明 い ︒幸い︑吉川幸次郎﹃漱石詩注
（
101）﹄の﹁補訂﹂


























































































































































川は﹁ぼんやりと︑おの を空しくして︑というのが︑この二字意であるであろう﹂ いう解釈 施 て ま ﹃荘子﹄の﹁嗒焉として其の耦 喪えるに似たり﹂ あげた えで︑ ﹁ ﹁嗒焉﹂は︑古典にあるが︑ ﹁嗒然﹂の語は︑ ﹁佩文韻府﹂など手近な辞書に見えない﹂と説明 い ︒幸い︑吉川幸次郎﹃漱石詩注
（
101）﹄の﹁補訂﹂









を議論する前に︑もし﹃日本国見在書目録﹄所録書籍を通覧しておいてから最終判断を下せば︑語の性格 精確 見極めるこ に繋がるだろう︒半世紀前に活躍していた斯界 権威者たちが中国製の漢語を和製漢語と見誤ったのは 日本に舶載されてきた漢籍を読み落とした結果ではないか︒和習かどうかを判断する めに 安とされている﹃佩文韻府﹄ どについては︑見出 語の索引だけを頼りにしたら︑本文の片隅に隠れていた用例とすれ違ってしまう恐れがある︒ ﹁及﹂ ﹁暑風涼﹂などの和習説が頭をもたげたのは ﹃佩文韻府﹄を読み漏らしたせいではあ ま か
　平安時代以前の漢詩文を研究する場合︑ ﹃日本国見在書目録﹄の









小島 1. 『懐風藻』（8 世紀）「及」 9 世紀
2. 〃「往塵」 6 世紀
3. 〃「垂毛」 4 世紀
4. 『古事記』（8 世紀）「媚附」 6 世紀
5. 〃「愁請」 7 世紀
6. 〃「富栄」 8 ～ 9 世紀 5 世紀
入矢 7. 『文華秀麗集』（9 世紀）「乗吹」 14 ～ 15 世紀
8. 〃「何耐」 11 世紀
9. 〃「待黄飛」 8 ～ 9 世紀
10. 〃「言離」 6 世紀
神田 11. 『経国集』（9 世紀）「濤似馬。湍如牛」 7 ～ 8 世紀
12. 菊池五山（18 ～ 19 世紀）「暑風涼」 14 世紀
13. 篠崎小竹（18 ～ 19 世紀）「倩汝」 17 世紀
吉川 14. 夏目漱石（19 ～ 20 世紀）「帽頭」 　 8 世紀
15. 〃「空辺」 8 世紀
16. 〃「朗晴」 　 9 世紀
17. 〃「嗒然」 8 ～ 9 世紀 18 世紀
18. 〃「金錯剣」 　 20 世紀
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4. 『古事記』（8 世紀）「媚附」 6 世紀
5. 〃「愁請」 7 世紀
6. 〃「富栄」 8 ～ 9 世紀 5 世紀
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7）  ﹃文苑英華﹄ （新文豊：台北︑一九七九年︑九〇八頁） ︒
（
8）  ﹃索引本佩文韻府﹄ （台湾商務：台北︑一 八九年 三四四五頁） ︒
（




































18）  ﹃太平広記﹄ （文史哲：台北︑一九八七年︑五一五頁） ︒
（
19）  ﹃古今図書集成 中華書局：成都︑一九八五年︑二 二三七頁） ︒
（


































































36）  ﹃南斉書﹄ （汲古書院：東京︑一九七〇年︑四〇〇頁） ︒
（
37）  
許嘉璐（編） ﹃南斉書﹄ （漢語大詞典：上海︑二〇〇四年︑五七五頁） ︒
（





断に支障をきたしかねない︒漱石の漢詩を研究する場合は︑それに加えて︑自家薬籠中の物である﹁ 山房蔵書目録﹂をより一層重視しなければならない︒文人が実際に手にとって読んだ可能性の高い書物を追跡してみると︑難解な語彙を解き明かすことができる︒そのような手続きを済ませておいて ら︑和習語かどうか 判定したほうがもっと実情に迫る正解が出てくるだろう
　また︑書籍目録にない︑または将来されることが確認できないか












2）  ﹃懐風藻新註﹄ （明治書院：東京︑一九五八年︑一八二頁） ︒
（

















7）  ﹃文苑英華﹄ （新文豊：台北︑一九七九年︑九〇八頁） ︒
（
8）  ﹃索引本佩文韻府﹄ （台湾商務：台北︑一 八九年 三四四五頁） ︒
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18）  ﹃太平広記﹄ （文史哲：台北︑一九八七年︑五一五頁） ︒
（
19）  ﹃古今図書集成 中華書局：成都︑一九八五年︑二 二三七頁） ︒
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36）  ﹃南斉書﹄ （汲古書院：東京︑一九七〇年︑四〇〇頁） ︒
（
37）  
許嘉璐（編） ﹃南斉書﹄ （漢語大詞典：上海︑二〇〇四年︑五七五頁） ︒
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68）  ﹃日蔵古抄李嶠詠物詩注﹄ （上海古籍：上海︑一九九八年︑二五～二六頁） ︒
（
69）  ﹃分類字錦﹄ （文友：台北︑一九六七年︑九七〇頁） ︒
（
70）  ﹃百科用語分類大辞典﹄ （上海古籍：上海︑一 八九年︑一六二頁） ︒
（










74）  ﹃駢字類編﹄ （台湾学生：台北︑一九六三年︑六八巻︑
a頁） ︒
（










78）  （清）宋琬（著）辛鴻義（他点校） 宋琬全集﹄ （斉魯書社：済南︑二〇〇三年︑二九三頁） ︒
（










82）  ﹃洛陽三怪記﹄ （弘文堂：東京︑一九四八年 ︒
（
83）  ﹃文学界﹄ （一九四九年五月︑一〇四頁） ︒
（
84）  ﹃日本古典文学大系月報﹄ （一九六四年六月︑七・八頁） ︒
（



































鈴木虎雄（訳解） ﹃玉台新詠集﹄ （岩波書店：東京︑一九五六年︑一〇七頁） ︒
（

















































46）  ﹃詩家推敲﹄ （勉誠社：東京︑一九八三年︑七九頁） ︒
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小島憲之﹁ことばの﹁性格﹂ ﹂ （ ﹃日本語学 一九八四年九月︑六頁） ︒
（
54）  ﹃錦帯書及其他二種﹄ （台湾商務：台北︑一九六六年︑一頁） ︒
（












程郁綴（他訳） ﹃日本填詞史話﹄ （北京大学出版社：北京︑二〇〇〇年） ︒
（
59）  ﹃全国新書目﹄ （二〇〇一年四期︑五頁） ︒原文は中国語︒
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82）  ﹃洛陽三怪記﹄ （弘文堂：東京︑一九四八年 ︒
（
83）  ﹃文学界﹄ （一九四九年五月︑一〇四頁） ︒
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84）  ﹃日本古典文学大系月報﹄ （一九六四年六月︑七・八頁） ︒
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鈴木虎雄（訳解） ﹃玉台新詠集﹄ （岩波書店：東京︑一九五六年︑一〇七頁） ︒
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の空間づくりはあくまで山県 趣味人としての性格を表すもの され︑政治との関係が論じられることは少なかった しかし 同じ人間によってなされるものである以上︑政治の世界 趣味の世界 が隔絶されているということ りえまい
（
6）︒筆者個人としては︑政治



















































































































































































































































































































































































館の主の呼称が館の名称と同化するまでに至ったとき︑主は館によって変身する︒椿山荘では﹁椿山荘主﹂として︑無隣庵で ﹁無隣庵主﹂として︑小淘庵では﹁小淘庵主﹂として︑まるで別人格のように行動することが自他ともに了解されるのだ︒鈴木博之は館が役割別に利用され いた可能性を指摘したわけだが︑そう た役割別邸宅利用の形態は︑邸宅 人格と 共振するこの時点において典型的に観察されることにな だろう︒なぜ東山か
　なぜ山県が東山南禅寺前の土地を第三次無隣庵の地所に選んだの





を目的 琵琶湖から山を貫いて引かれた疏水で︑無隣庵のすぐ脇を通って鴨川 流れ込む︒無隣庵はこの 水を取り入れて庭の流れをつくっているのだ︒ ﹁水ナキ庭ハ庭ニ非ズ
（
49）﹂と宣言するほど庭
園における水の流れを重視 山県にとっ ︑この水を できたことが重要だった は言うまでもなく︑その庭園 構成における重要性も︑小川治兵衛がこの琵琶湖疏水を巧み 利用しながら南禅寺周辺の別邸建築の庭 次々と手掛けたこと 理解されよう︒さ
らには︑京都の三大事業と言われたこの琵琶湖疏水建設と山県との内務省を通じたつながりも広く指摘されるところである︒
　しかし︑東山がそれ以前から注目されていたことにも十分な注意




































































































































































































































当初から地方政治との深いつながりを有していたことは事実である︒京都府知事の訪問は頻繁にあったし︑そ なかには例えば﹁東山鉄道﹂の計画を芳川顕正に取り次いだりするよう こ もあ
（
93）︒だ
































































当初から地方政治との深いつながりを有していたことは事実である︒京都府知事の訪問は頻繁にあったし︑そ なかには例えば﹁東山鉄道﹂の計画を芳川顕正に取り次いだりするよう こ もあ
（
93）︒だ














































































































































































































































































































































































きたが︑それぞれがいかに使われたかについても見ておきたい︒無隣庵がそもそも静養の地として構想されながら政治化されたことは既述した通りだが︑では︑建築としては変わらない邸宅が違う意味を付与され とき︑ の使わ 方はいかに変わ ているのだろうか︒それが︑本節の課題である︒
　古稀庵を静養の地にするために ず喧噪からの逃避が挙げられた








段階 断られ もあったく いで︑いわば会う どうか いこと自体に権力性が宿っており︑古稀庵を政治的たらしめる一因なっていたの ある︒
　加えて︑こうして中央政界の人々を引きつけるほどの時間的距離


























ことになる清浦圭吾 皆春荘など関係者の邸宅は周囲に多かった︒古稀庵 の掃雲台とが一本の細い道でつながってい ほか︑記者たちの目を避け ために大島義昌の別荘を通して人を上げるといったエピソードも語られるなど︑これらの邸宅は一種のコロニーを形成しており︑山県はこれらの館を勝手気ままに散歩していたようである︒
　それゆえに︑そのコロニーに綻びが生じることは避けなければな































きたが︑それぞれがいかに使われたかについても見ておきたい︒無隣庵がそもそも静養の地として構想されながら政治化されたことは既述した通りだが︑では︑建築としては変わらない邸宅が違う意味を付与され とき︑ の使わ 方はいかに変わ ているのだろうか︒それが︑本節の課題である︒
　古稀庵を静養の地にするために ず喧噪からの逃避が挙げられた




















茶室にも見出すことが き 黒田天外はそ 無隣庵訪問において山県に茶室に案内され 際︑利休が祀られていた が取り払われて﹁西手勾欄のつきたる椽端﹂が設置され︑そこに出て比叡山を眺めるようになっていたと記録している
（
148）︒この記述は利休との関係から































































茶室にも見出すことが き 黒田天外はそ 無隣庵訪問において山県に茶室に案内され 際︑利休が祀られていた が取り払われて﹁西手勾欄のつきたる椽端﹂が設置され︑そこに出て比叡山を眺めるようになっていたと記録している
（
148）︒この記述は利休との関係から













山荘﹂ ﹁小淘庵﹂ ﹁無隣庵﹂といった な邸宅の名前によるイメージが定着するようにな が これはそ ぞれの邸宅が政治的意味を持っていることの表れでもあった︒つまり︑無隣庵においては静養の地というイメージが一般化されていたのである︒
　ところが︑その無隣庵においてすら︑主客の逆転を許さないとい
う政治的装置が準備されており︑その政治的装置 も 無隣庵会議開催などの政治化はわずかではあっても進行し︑逆に非政治の場であるとい イメージを利用して引籠るとい 政治的戦術もとられたここには︑静養の地として選ばれたはずの古稀庵が 技 の結晶となる下地がすでに用意され いたのである︒実際︑山県の政治的地位の上昇により古稀庵が 外な来客を集め︑そ 面会の選抜が権力装置として満足 機能すると︑椿山荘の地位は急落す ことになった︒山県 邸宅群の役割別邸宅利用は古稀庵 一極集中へ 転化したのである︒ここにおいて 山県 政治的空間利用はその極致に達し︑彼 上京は在京政治家たちを震撼させるまでに至っ のであった︒
　この古稀庵の空間効果の絶頂を準備したのは山県の政治的影響力
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目して建築内部レベルを扱うに留まり︑建築レベルについての議論が不足 いると言わざる えないから︑本稿の枠組みをそのまま権力者の館一般の分析に拡張することはできない︒加えて︑より多くの山県関係書簡や書類を網羅的に調査することで 山県の邸宅ついて 実証性を高める余地も未だ残っている︒
　そもそも︑空間のありように興味関心のあった山県という特異な
政治的人間を取り上げた時点で︑安易な一般化は﹁死の跳躍﹂ あろう︒だが︑本稿が提示し 山県有朋を事例とする権力者 館の分析枠組みは︑邸宅の利用や政治的位置付けなどの つの基準を提示できたものと信じる︒これまでも佐々木隆が権力者による館の政治的利用の可能性を指摘し 御厨貴が の政治的ありようついて多角的な視座 提供したが︑いかなる統一的分析枠組みよってどのような空間︱政治関係を摘出するのかについて 明確枠組みが提示されてきたとは言いがたい︒ に対して︑本稿は（地理レベル︑使用レベル双方において）
館の利用の形態と館の政治
































































































































四月三十日︑木戸孝允宛山県書簡﹃山県有朋伝記編纂資料﹄ ） ︒第 次無隣庵の地所にも同じような過去の記憶が根付いていたのかもしれない︒
（
51）  ﹁葉桜日記﹂一二頁（日本史籍協会編﹃山県公遺稿・こしのやまかぜ﹄東京大学出版会︑一九七九年︑二三六頁） ︒
（
52）  ﹁葉桜日記﹂一三頁（ ﹃山県公遺稿・こしのやまかぜ﹄二三七頁） ︒
（



























































































































































































高橋箒庵述﹁山県公別荘記﹂ ﹃山県有朋伝記編纂資料（写本） ﹄ （国立国会







四月三十日︑木戸孝允宛山県書簡﹃山県有朋伝記編纂資料﹄ ） ︒第 次無隣庵の地所にも同じような過去の記憶が根付いていたのかもしれない︒
（
51）  ﹁葉桜日記﹂一二頁（日本史籍協会編﹃山県公遺稿・こしのやまかぜ﹄東京大学出版会︑一九七九年︑二三六頁） ︒
（
52）  ﹁葉桜日記﹂一三頁（ ﹃山県公遺稿・こしのやまかぜ﹄二三七頁） ︒
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98）  ﹁山県前首相の詩﹂ ﹃東京朝日新聞﹄一九〇〇年十二月六日︒
（























105）  ﹁桂首相京都に立寄らず﹂ ︑ 京都に於ける伊藤侯﹂ ﹃東京朝日新聞一九〇二年十一月二十六日︒いずれも二十五日の京都特報であり︑二十五日の出来事である︒
（



























































































































































































11） ︑ 同二十日︑ 山県宛田中書簡（































98）  ﹁山県前首相の詩﹂ ﹃東京朝日新聞﹄一九〇〇年十二月六日︒
（























105）  ﹁桂首相京都に立寄らず﹂ ︑ 京都に於ける伊藤侯﹂ ﹃東京朝日新聞一九〇二年十一月二十六日︒いずれも二十五日の京都特報であり︑二十五日の出来事である︒
（






































































































































































































































































































































































































































































































































































































は近代関西におけ 著名な中国絵画蒐集の一角を占め︑その周辺には犬飼木堂 内藤湖南︑長尾雨山ほかの﹁支那通﹂たちが集った︒状況から見て︑ 雪はなんらか 手立てで本作 そ 以前に参照する機会を得ており この清朝宮廷風俗を古代絵巻に仕立て直して︑
図 4　‌カスティリオーネ《春郊試馬》
1744 年、京都有鄰館（部分）













































































図 5　‌橋本関雪《南国》1914（大正 3）年、第 8回文展、2等賞（左
隻）、姫路市立美術館







































































図 5　‌橋本関雪《南国》1914（大正 3）年、第 8回文展、2等賞（左
隻）、姫路市立美術館
















































































































筆だろう︒関東大震災直後に執筆されたこの随筆で︑関雪は自邸の建築の抱負を述べる傍ら︑ 前はあげぬまま︑さる京都 著名な画家が移 させた別邸を﹁似非風流﹂の例にして﹁虚偽の風雅﹂の恥ずべき見本として悪しざまに貶している︒ ﹁京の画家にして田舎屋の古家を写し来り萱葺にその風流を誇るものあり︒萱ぶきは農家の制なり︑士人の居に非ず︒萱ぶき 風流が 趣味に迎合するなり︒吾はかく 如き似非風流を排す︒虚偽の 雅はバラック 直裁な






































いされている寒山・拾得︒実力に世評が追いつかぬ 自身のなんらかの思い入れも︑あるいはこ 画題に投影されてい だろうか︒
　寒山拾得は︑鷗外や芥川龍之介の影響か︑とりわけ日本では著名
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は﹃二十四孝﹄からとられ 題材で儒教道徳を下敷きとする︒関雪の官展出品作としては例外的に掛物だが︑三幅対形式がすでに欧州のトリプティックを踏襲する︒左手の妻は幼子を抱いており︑右手の郭巨はスコップを手に い 困窮した一家は老母 命を救うためには生まれてきた嬰児 犠牲にせねばならない︒ところが嬰児を生き埋めにするために巨木の根元を掘ってみると︑そこから予期











































実現として説かれていた 関雪が うした思想にどこまで通じていたかには確証はない︒だが父の海関を訪れる多く 清朝遺臣や︑交友を結んだ次世代の民国期中国文人たちとの接触から︑関雪が同時代に日中の文人交流のひとつ 核をなしていた とは否定できまい
（
39）︒










品では定番の寸法だが︑これも六曲一双で高さ一九〇センチメートル︑全長 七メートルを超える大作である︒徴兵に耐えぬ老父に代わって女性 あることを隠して戦役に従軍し︑数々の軍功を立てた伝説の女傑として古詩に歌われた主人公の物語だが︑関雪はこの後にも巻物仕立 の作品
（一九二〇）
を制作し︑これは一九三〇年か
ら翌年にかけて北米 トレド市からニューヨーク市へと日本絵画展の折に巡回した後︑ボストン美術館 寄贈され い
（
41）︒この木蘭詩
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出典： Breves apuntes sobre algunos objetos prehistoricos de la provincia de Santander 





らこれは画家の没後︑散逸したら い︒だ ひとたびこ 解読格子を当て嵌めれば︑ ︽訪隠図︾
（一九三〇）
なども騎馬で山奥の隠者を











に隆起した異形な牛だからである︒関雪は の解剖学にも薀蓄を傾けており︑多くの観衆が牛の種類の見分けもつかないこと 不平述べている︒また﹁相牛﹂とは鑑定士を指す︒ ﹁千里 馬は常 あれども伯楽は常にはあらず﹂と 著名 諺だが︑あき にその教訓を踏まえ︑馬の代わりに牛が据えてある︒とすれば これがいかなる品種の牛か 画家は︑観衆の鑑賞眼を試すべく︑画題を意図的に選んでいたことになる︒
　推察するに︑この牛のような動物は︑家畜ではなく︑有史以前の
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される機会の乏しかった名品が︑あるいは満人官僚旧蔵品や故宮などからの放出品に混じって到来する状況が生まれて た︒さらに呉昌碩に代表されるように︑日本に亡命した清朝遺臣や民国初期の文人たちの書画は︑明末から清初以降の大家たちを基準とする美意識に支えられていた︒南画家として自他ともに任じ 鐵齊との比較が可能なのもそ ゆえである︒だが日本では︑この時期 画家や書家の名前は江戸時代から知られていた せよ その正統 名品 目にする機会はきわめて限られていた︒日本ではこれとは異なり︑伝統的に宋から元にかけて将来さ た わゆ ﹁古渡り﹂が中国書画骨董の評価を決定しており︑ ﹁新来﹂の明末清初以降 作品を受容する下地は︑まだ十分に 整っ いな っ
（
51）︒一九二〇年代には折か
らの関東大震災の余波もあり︑財界の大物も関西に居を移す︒にともない中国新来 骨董を愛玩する﹁支那趣味﹂も醸成される︒関雪の近傍では作家 谷崎潤一郎もその一員といっ よ
（
52）︒そして
清朝遺臣を含む人士とも密接な交流 った海関・関雪親子の周辺には︑こうした新奇 支那趣味に含まれた新傾向を先導し得る︑時代的先駆性が備わっていた︒関雪 郎世寧＝カスティリオーネへいち早い関心も︑そうした文脈で理解される必要が ろう︒
　さらに北宋の院体画や郎世寧流の写実性に富んだ欧風宮廷画とは
対極をなす︑いわゆる南画への関心が高まるのも︑同時代の現象である︒関雪の鐵齊に対す いささかならず無遠慮な評定も︑関雪自身が自らの南画および漢籍に対する確固たる見識を誇示したい自負心と︑決して無 係ではなかっただろう︒実際︑関雪の画業でいわゆる南画的な表現が横溢し じめるのは︑辛亥革命から数年を経た一九一六年頃を待たねばならない︒すでに一九一〇年代か 雑誌﹃白樺﹄などの影響により︑いわゆる後期印象派が日本に紹介され︑﹁絵画の約束﹂論争で白樺派を批判した木下杢太郎などは︑一九一三年の﹃美術新報﹄誌上でいち早くワシリー・カンディンスキーの﹃藝術における精神的なもの﹄
（一九〇八）
に着目し︑同様
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描きそこに湿気を保ったまま濃墨を付加してゆき︑そのうえで焦墨をもって輪郭を破る過程に至る技法だという︒したがって日本で雪村や雪舟の破墨山水と称しているの 不適切であり︑支那 はむしろ溌墨山水に相当する︒なぜなら﹁溌 ﹂ 土筆
（やきずみ）
に





































画はかくもの︑洋画は塗るものとせられて居た︒それが近来の傾向を見ると塗るべく思はれた洋画が却て痛快な筆触 見せて居るに反し︑日本 の若い作家はスリ硝子で 曇らしたやうに︑うすぼんやりと成るべくクマを手際よくすることに丹念して居る
（
68）﹂ ︒国画創作
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ている︒ ﹁最も切実に感じたことは︑西洋の風景には空の色が看照の重要点となることで︑空を除外して 画が成り立たぬと思うに反して︑支那では空の色が風とか雨とか特異の場合以外︑さのみ重要の要素ではないこ である
（
73）﹂ ︒華岳の︽松山雲烟︾制作と同年に刊
行された﹃石濤﹄に︑関雪は自らの蒐集として︑巻の冒頭︑ ︽雨中渡舟︾と名付けた作品を選ん い ︒そこで石濤は︑驟雨の雨脚が画面全体を斜めに降り渡る様を描き出している︒関雪の定義する﹁破墨﹂が︑沛然たる雨空を構成する︒関雪がこの作品をわざわざ自著の劈頭に選び︑ ﹁出色の出来と思ふ
（
74）﹂と巻末に記した理由は明












州視察の成果として︑つぎのような見解も開陳していた︒ ﹁已に近来洋画家の先覚者の中にも東洋画に帰順する ののあることは︑一つにこの空気 支配である
（
71）﹂ ︒ここで﹁空気﹂とは﹁周囲の必然的
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は︑あくまで泰西絵画史のほうが東アジアに比べて遅れを取っているとする著者の価値判断が濃厚である︒税官吏ルソーやファン・ゴッホの場合がそ 例証を提供する︒ ﹁ルツソウとかゴーホの画が若し東洋に在つたならば︑もつと早く生前夙にその真価を認められて居たであろう 思ふ
（
81）﹂ ︒さらに関雪は︑ ﹁セザンヌによって創始さ







































































嵌める論法である︒こうした対比 羅列したうえで︑著者は結論めいた考察に移る︒ ﹁かく連ね來ると殆ど際限 無き程︑多種多様であることは殆ど東西地と時とを隔てゝ︑一次の絶頂期を思はす 十分です︒後期印象派に比 て支那のそれが二百年早く爛熟期に入つて居ることを知らねばならぬ﹂ ︒ ﹁私は後期印象派の諸作を見る時︑その多くのあるものは︑絢爛な 色彩に盛られた南画情趣であるとも云ひ得る︒慧眼な 人 表面 現れざ 皮裡相通す 生命の潜在を知る筈です
（
79）﹂ ︒これに続いて関雪は︑先立って刊行した自著﹃南
画への道程﹄から以下 結論 再録する︒ ﹁最近欧州に擡頭せ 感覚派？
﹇ママ﹈
　の運動も︑東洋に在つては決して新しいものゝ見方では無
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42）  ﹁略年譜﹂ 橋本関雪 展図録︑兵庫県立美術館︑二〇一三年︑一三一頁︒
表現主義と気韻生動
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の法律行為または事実行為を正当化する際の法律上の根拠を意味するが︑徐はこの法律用語を政治的正当性の意味合いに使っており︑法の合 性の問題を政治権力のあり方の問題として提起している︒権原に対し ︑彼自身も﹁法原﹂ いう言葉を使い︑ ﹁人民は﹃法原﹄の所在である
（
33）﹂と考える︒これは君主主権観から人民
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the fusion of horizons ）











































































ラリストと解釈できる︒フェデラリスト アメリカの憲法を制定する者であり︑ ﹁法の原﹂ ︑すなわち憲法の起草者でもある︒したがって︑憲法の精神そのものでもあるといえる︒憲法起草者 精神は憲法の精神と合致している︒一方 中国政治史において︑王者・君主は国家の創業者であり︑法治と王権とは一体になっているので︑法治の公正さも政治の性格と関係するものである︒功利主義の儒家は︑王者・君主を彼の人格 同格の﹁公平な傍観者（im
partial spectator ）﹂と見なしたが︑このとき︑王者・君主は︑法
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彼から見れば︑秦の制度における天子と 制度における天子が担った機能は異なっており︑秦の天子に仕えるものは吏であり︑周の天子に仕えるものは儒である︒一方︑日本の歴史で展開した政治文化は︑周の制度における 子機能を受け継いだ である︒東アジアの文明版図が拡大するにしたがって︑専制皇権 機能は法原に分化され︑ 皇は皇権分化 過程 出現した法原を体現した︒一方で︑漢化儒教文明 一つのまとまり り︑共同性 具えており︑他方 皇権 機能に ︑ 原から法原への質的変化が生じたのである︒
　天を尊ぶとは自律的な道徳を尊ぶことである︒しかし︑道徳の



































の機能を発揮し︑他方︑日本で進化してきた天皇は︑法原たる主体権威の機能を発揮した︒言い換えれば︑中国で 権原は﹁天﹂の体現者であって︑ ﹁人民の天子に対するひれ伏し﹂を︑つまり文明意志を強調し︑日本では︑法原が﹁天﹂の体現者で︑ ﹁天子の天に対する祈祷﹂に︑つまり宇宙
（自然）
意志に着眼したのである︒





























彼から見れば︑秦の制度における天子と 制度における天子が担った機能は異なっており︑秦の天子に仕えるものは吏であり︑周の天子に仕えるものは儒である︒一方︑日本の歴史で展開した政治文化は︑周の制度における 子機能を受け継いだ である︒東アジアの文明版図が拡大するにしたがって︑専制皇権 機能は法原に分化され︑ 皇は皇権分化 過程 出現した法原を体現した︒一方で︑漢化儒教文明 一つのまとまり り︑共同性 具えており︑他方 皇権 機能に ︑ 原から法原への質的変化が生じたのである︒
　天を尊ぶとは自律的な道徳を尊ぶことである︒しかし︑道徳の

























































































末変法志士を励ましたとされるよう なったのは︑この本か である︒ ﹃日本国志﹄と﹃日本雜事詩﹄の明治維新についての紹介は︑江戸中期から幕末までの尊王思想に重点が置かれており︑そのため︑日清戦争後には︑この本は上海 変 志士の間に大きな反響を巻き起こし︑下 上への変法に呼応する根拠となったのである︒
　董仲舒は︑皇権が含んだ﹁同体異用﹂の概念に対して︑儒者が
法原を予想する道徳の主体的立場を加えており︑同時に法原の名目で自己 合法化した皇権は︑官僚政治における正当性の資源になった︑と指摘する︒このような法原と権原という両面性を備えた最高権力を専制皇権︑あ いは絶対皇権 呼ぶことにしよう︒
　日本の政治文化の発見は︑ ﹁同体異用﹂の﹁同体﹂に︑中国の専
制皇権と対立する仮想の﹁体﹂が出現したことを意味する︒清学の﹁用中見体﹂の思想は 清末に﹁器﹂へ 関心 結合して︑中国の専制皇権の﹁体﹂を転覆しようと 思想を醞醸した
（
55）︒ ﹁体﹂









政治的合法性を失い始め︑舶来の民族主義はただそれ 後押 しただけであ た︒
　漢化儒教文明における法原は︑架空の皇帝権の法原機能に対す















































































という視点から捉えて ︒つまり彼らは︑日本 家成立の文明的契機という問題を提起した︒筆者の発想はそれら 踏まえながらも︑むしろ日本と中国大陸の政権構造 違いにある︒言い換れば︑日本の政権構造 漢字文化が入っ く 前 さかのぼるような考え方によらずに︑日本は如何に中国の政権構造 対応して日本なりの政権構造を作り上げてきたか︑にポイントを置 ている︒
　日本と中国は両極端なだけに︑日本に代表される社会競争のパ
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かという問題になると︑人心・公論を期待することができなくなった き︑時の人々の道徳的信念に見合うような革命が起こる︑ということになるのでは いだろうか︒革命の目的は︑新しい政治権力を立てることにある︒こ ような革命は権原の立て直しを繰り返すに終始し︑法原を生み出すことができないのである︒
　道徳主義的な視点から﹁満員電車﹂現象を説明することも可能












清代中葉から省人意識が芽生えた も︑政治的大一統に対するアンチ・テーゼだっ と考えてよい︒清代中葉以降の分権化の流れは東アジア規模の再統一を予想し︑明治維新 そ 大きな流れ乗り︑動き出していると考えてよい︒
　十八世紀半ば頃から︑中国内部にも分権化が進み︑乾隆帝の晩
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ンボルとして 法原という天皇の役割を仄めかしているが︑問題は︑法原を生み出す東アジア政治史 メカニズムを捉え 視点が必要である︒
　翻って︑中国では︑最高権力を争う政治ゲームは今日まで続い




























































































ンボルとして 法原という天皇の役割を仄めかしているが︑問題は︑法原を生み出す東アジア政治史 メカニズムを捉え 視点が必要である︒
　翻って︑中国では︑最高権力を争う政治ゲームは今日まで続い





























述べられている︒例えば︑ ﹁君子なるものこそ治の原なり﹂ ︑ ﹁原の清めば︑即ち流れも清み︑原の濁れば則ち流れも濁る﹂とあるように︑君子の役割が強調されている︒また︑ ﹁君なるものは民の原なり﹂ともある
（
116）︒ここでいわれる﹁原﹂とは法原を意味する︒つ
まり︑君子は 民の原とし の君の権威である法原を通じて︑はじめて公正なる法治を実施することが可能になるということである︒したがって︑君︱君子︱民は︑法原における同定関係と考えてもよかろう︒この三者の関係は 政治体制の性格 よって異なる（
117）︒問題の鍵は︑如何に法原の中身を社会に取り戻すか︑という
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辻清明は次のように述べている︒ ﹁ ﹃地位の権威 と申しますの ︑地












































































































































辻清明は次のように述べている︒ ﹁ ﹃地位の権威 と申しますの ︑地


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Specimen Geological age Fossil locality Number of fossils
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いて︑古生物学的な専門知識に基づいた︑比較形態学的な化石種の同定と化石産出地の特定とあわせて︑古生物学の歴史資料を検索する史学的検討を加味した検証を行うことで︑日本 近代地質学黎明期における地質学・古生物学の実態の解明ならびに民間への浸透の度合いを測 こと 目的とした︒
　その結果︑職業研究者ではない︑当時の旧制中 校の生徒で
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初出題名 初出日付 初出出所 再録日付 備考
天守 1939.2 『満洲行政』 1939.7.23
『或る環境』の一部として、
『満洲浪曼』第三輯に再録
餓鬼 1939.5 『満洲行政』 1939.7.23
『或る環境』の一部として、
『満洲浪曼』第三輯に再録








青果 1939.12 『満洲浪曼』 1940.1
「青果と色鳥」として『満
蒙』に再録
色鳥 1940.1 『満蒙』 ―
「青果と色鳥」として『満
蒙』に掲載
博物教室 1940.4 『満洲行政』 ― ―
塔影 1940.6 『満洲行政』 ― ―
十六号の娘 1940.7 『新天地』 ― ―
つひの栖 1940.8 『文藝』 ― エピローグの性質
垣の外 1940.9 『満洲行政』 ― ―
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る︒とりわけ︑阿片事務所の銀の出納については︑ ﹁それらの銀貨は一枚づつ重ねて包装し︑一本 長い棒にして何本も何本も積み上げられ と︑事務所の人たちが二人 三人もで近所の銀行へ運んで行つた
（
12）﹂と描く︒このような詳細な描写は︑日本人の満洲で
の阿片製造をより具体的に例証しており 当時の満洲で創作された小説の中 は極めてめずらしいも だろう︒
　この阿片事務所については﹃関東局施政三十年史﹄に詳しい記
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ある︒満洲文話会の推薦によって︑一九四〇年八月︑改造社の﹃文藝﹄に発表された︒成人した忠一が中国人と同乗した馬車で新京市内から郊外の寛城子に帰 ところから始まる︒ ﹁三不管﹂という地域の中国人街の様子が生き生き 描写されている︒ ﹁三不管﹂とは︑東清鉄道の寛城子駅と満鉄の長春駅 の間に設けられた︑国際的な緩衝地帯だった︒山田清三郎 回想録﹃転向記
　嵐の時
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ここで︑物語や日記︑私家集の読者としての作者が論じられる︒﹃蜻蛉日記﹄の冒頭には︑世にある古物語はそらごとであること︑だから自分のつまら い身の上でもそ まま書けば︑本当の貴人と一緒になってどんな暮らしな かを人にも知ってもらえるだろう︑ ある︒これはフィクションに対して︑日記の真実性を主張している︑と訳者は読むのだが さ に﹃源氏物語﹄は︑この﹃蜻蛉日記﹄のフィクション批判に応えるものであり︑フィクションでありながら写実的な心理描写で人間関係を描いたものだったのだ︑という︒ ﹃更級日記﹄の作者はそのどちらも読み込んでいよき読者だったが︑作者としては︑ ﹃蜻蛉日記﹄や﹃源氏物語﹄を意識して日記文学というジャンルに文学的なフィクション性を取り込もうとして﹃更級日記﹄を書いたのでは いかというのが訳者たちの理解だ︒
　﹃更級日記﹄は日記文学に心理的リアリズムと同時に文学的フィ
クション性を意識的に導入しようとした作品という訳者の理解には説得力がある︒特に﹁語られなかった出来事たち﹂ ︑例えば︑﹃蜻蛉日記﹄では中心的なテーマだった夫との確執や我が子への言及が﹃更級日記﹄にはまったくなく︑自分の結婚や出産につ て何も書いていないのだ︒訳者はその他 も菅原道真への言及が皆無なこと︑定家によれば物語の作者でもあったのに︑それについては何も日記に書いていないことを重要な省略と指摘している︒これは﹃更級 ﹄ ただ忠実な作者 人生の記録ではなかったことを雄弁に語っている︒そして︑歌の贈答があり︑一部 歌の詩的な感興が主目的と思われる部分もある︒東山の段がそれ あり︑また御所の夜︑作者 同僚の官女が源資通と出会い︑ど 季節が一番好ましいかについて歌のやりとりをする挿話もそうだ︒特に後者は﹃源氏物語﹄の季節談義を思わせる叙情的 美しい段だ︒
　そして日記は前述のとおり旅日記のように︑作者の東国から都
への旅で始まる︒十三歳から︑夫に先立たれた哀しみ 沈んでた五十三歳までのことを︑思い出し がら書くという形式だ ところどころ︑書いている時点での作者のコメントが︑例えば︑もっと信仰深く暮らすべきだったなどとあるが︑全体は が選択した記憶からなっている︒
182
的に表現するためだと述べている︒和歌は連想︑暗示や音の魅力が翻訳では表現しがたいことが多いが︑この行分けは 読者にとって各句のあとの休止符の役割を果たし︑ゆっくり読む助けなるだろう︒各句の言葉︑イメージ自体に読者の注意をひき 詩的価値を伝えるために 有効な手段ではないか︒和歌英訳の際︑今後五行訳が定着するかどうかも興味深い問題だ
　まず︑第一章は﹁テクストと作者﹂で始まるが︑ここで平安女







に作者の見る夢に現れていることから︑そ 十三 夢についての解説がある︒物語が仏教側 は娯楽 して蔑視されていたこと︑その物語への耽溺と宗教心と 葛藤 夢 なっ いること︑また初夢に出てくる天照大神は作者の無意識に深く隠れ 信仰をなおざり し い という意識 ともに作者の朝廷へのあこがれ︑勤めに出ることにより世 人々の中に出たいと う現世的願望を表現しているのだ いう訳者 分析に 説得力がある
（
3）︒当時の仏
教信仰は現世での幸福を願 ものだったことも指摘され が︑当時の女性の菩薩信仰について もある︒女性たちは巡礼で清水寺︑初瀬︑石山寺へ行く が慣例だったが︑これもすべて作者が巡礼に訪れたと日記に書 ている ころだ︒
　第四章﹁子どもの視点と語りの諸層﹂では︑東国育ちだった作
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esthetics of Strangeness : Eccentricity and M







































てはと己を諌める作者の二つの姿が読者の前にある︒訳者は宗教的反省と詩的文学性の矛盾する拮抗に﹃更級日記﹄の深い意味を見るのだが︑ ﹃更級日記﹄を書いた作者は何をおいても日記というジャンルに自分の文学的足跡を残したかったのではなかろうか︒これは一読者とし 筆者の読後感想に過ぎないが︑いろいろな方向に読まれる可能性と矛盾を内蔵している﹃更級日記﹄を︑訳者たちはクリスタルのプリズムに喩え︑また音楽 対位法 比している︒
　今回の英訳出版で文学的感性︑教養豊かな十一世紀に生きた一
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どのようにしてそれをアイデンティティーの問題︑自己発見︑自己発案︑自己形成の潜在要素と 読めばよい だろう︒伝記作家の立場に立てばたぶん可能だろうが︑著者がそうしたように︑畸人の立場に立つなら︑どだい無理な話だ︒公平を期 ておくが著者自身︑畸人伝の対象人物に迫るのは﹁本質的に不可能﹂であることは百も承知のうえで︑ ﹁歴史的文脈に注意を払い︑また︑畸人たちをもっとわかりやすい規範と対置す こ で﹂
（九頁）
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﹁畸﹂が土着のエートスに浸透し︑やがて日本社会になじみ︑商業化されていくさまを詳しく描く︒最後の二章では︑この商業化進展によっ ︑文人文化における﹁畸﹂の社会的価値 薄まり︑その結果︑この概念がいかに﹁対抗文化的勢力や政治的反体制派﹂に乗っ取られてい たか 語られる︒
　字数に限りがあるため︑この本の持つおびただしい長所をすべ
て紹介することはできな で こうするともっと良くなる ではないかと思える点を二つだけ挙げる とにしよう︒第一は︑ ﹁美学しての畸﹂ いうやや狭い観点だけに焦点が絞られてい ことだ︒スポットが当たるのは︑たとえば︑祇園南海︑柳沢淇園︑売茶翁︑池大雅︑曽我䔥白︑伊藤若冲︑服部蘇門︑深井志道軒︑木
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この大著は︑ ﹁中日文化の相違﹂ ﹁欧州近代文化の受容における中日比較﹂ ﹁蘭学
︱︱
日本近代化の萌芽﹂ ﹁儒学の逆輸出﹂ ﹁中日教育
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競合関係から朝鮮人の同化を目指して提携する関係に変わっていく様相を描く︒植民地期初期︑総督府は京城神社を朝鮮人も含めた住民の信仰対象に位置づけようとしたものの︑在留日本人の氏子から反発を買った︒多くの朝鮮人住民にとっても神社は例祭でしか縁のない存在であるうえ︑祈願と遊びの混交した祭りは日本人の精神性を朝鮮人に示し いという総督府の願望 ずれていた︒総督府は︑京城神社 通じて在留日本人 朝鮮人住民の結びつきを強化しようとし が︑日本人でも下層労働者は例大祭に参加してい わけではない ︑朝鮮人にとっては氏子として 支出は負担だった︒
　こうした状況は一九二五年の朝鮮神宮の創建で新たな局面に入




植民地博覧会について論じて 統監府期の一九〇七年 開かれた京城博覧会は文明 の恩恵を示すことで日本 統治の正当化を図ろうとするものだった︒しかし︑同じ時期 は朝鮮人の抗日
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みで︑京城の都市政策に同化政策的な意図を込めようとして た人々の顔が見えない︒つまり︑具体的な政策担当者の思想やバックグラウンドには分析が及んでいない︒さらにそうした政策担当者が朝鮮 側 多声的な反応にどのように対応しようとしたのか︑対応しようとした あればそれはいかなる施策として具体化したか︑といった政策史的な観点も︑本書には乏しい︒そのため︑結局のところ︑朝鮮人 日本人支配者の間の亀裂が︑実際の同化策・支配政策にどの な影響をもたらしたのかは見え こない︒
　たとえば︑第一章で日本人と朝鮮人の利害対立が強調されてい
るが︑それがはたして京城 都市計画に対する根本的制約要因として作用したといえるかは疑問である︒結局のところ都市計画を拘束 たのは予算の不足であり そ 不十分な予算の枠内で諸アクターの要求を満た うとし め 相互の利害が摩擦を起こしたと見るべきではないか︒しか ︑著者の関心は︑予算の獲得に向けて政策担当者が総督府内で︑あるいは本国政府との間でどような政治的折衝を展開したかといった問題に 全く置かれていない︒第四章で論じられている京城の衛生施設の整備をめぐる考察も同様の枠組みに基づいている︒政策決定過程に対する分析に
踏みこまず言説分析に徹した点を本書の長所と見るか短所と見るかは︑読者の立場によって異なるだろうが︑いずれにせよ本書は︑都市政策が実現する政治的過程を追求したというよりは︑都市政策をめぐる多様なアクターの言説と行動から彼らの思惑を浮き彫りにしようとしたものといえる︒本書を読むにあ っては︑こうした政治史と思想史の境界的な領域が対象 されていることに留意しておかねばならない︒
　第二に︑同時代のどの朝鮮半島の都市とも隔絶した人口と経済
規模を有してい 京城を対象 する以上︑本書の提示した議論がどこまで植民地朝鮮全体を射程に入れ得るか 考察しておくべきだっただろう︒地方の農村民衆は︑わず に第三章で朝鮮博覧会の観覧者として現れる程度だが︑彼らの存在は植民地朝鮮全体にあっては決して小さいものではない︒む ろ︑著者がこだわり続ける植民地社会の中の﹁亀裂﹂は︑都市 の内部以上 ︑京城と他の都市あるいは都市と農村と 間にあったと考えるべきではないだろうか︒
　以上︑本書の内容紹介を行い若干の感想を述べた︒狭義の都市





建てるための募金活動などについて 実際に活発に参加していると報道され のは朝鮮人よりむしろ在住日本人だった︑とする︒また︑当時の新聞報道は︑神社参拝者数の増加を取り上げ︑戦意高揚が成功してい ことを印象づけようと たが 特に朝鮮人の場合︑強制による団体参拝が圧倒的で︑現に神社関係者の日本人からは実質を伴わない形式的参拝に陥ってい のではないかと疑う声も上がっていた︒この 期︑朝鮮人家庭には︑伊勢神宮の大麻
（お札）
が配られたり神棚の設置が奨励されたりし︑朝鮮人の












及する︒そして︑都市公共空間の脱植民地化 日本統治期を忘却・隠蔽するので なく それを思い起こさせる方向に進むべきだと論じて本書を結んでいる︒
　以下︑若干の感想とコメントを記しておきたい︒　本書は︑これまで建築︑博覧会︑神社︑モダニズムなどの分野
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の発言が主なターゲットとしたの おそらく︑シベリアへの膨張をめぐってソ連と直接対峙したがる日本軍部の一部だったと思われる︒こ ように内田は外交における卓越した知的現実主義者明治外交の達人であり続けた︒ イツのこの論文は︑歴史的叙述の中で皮相な扱いしかされてこなかった問題の人物についてのごとな批判的見直しである︒
　本書の守備範囲があまりに広いため︑これを学部生や院生に読
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戦時期といえども﹁最後まで国営映画会社をもたなかった日本では︑実質的な動員装置として機能したのは劇映画製作会社を中心とする映画産業﹂であり︑反面︑政府が映画産業に資金援助を史上一度もしてこなかった結果︑国民 装置 して機能するはずの﹁シネマ﹂は︑一般観客に人気 ある︑国策 とは対極にあった娯楽映画によっ 支持され︑またこういった構造 中で画は完全に統制の圏内に取り込まれてし う とはなかっ と結論づけている︒こういった論理が成り立つならば 当時の日本画を先述した敗戦後 見方 摺り合わせて考えること それ自体が疑問視されるべきだったのではないだろうか︒
　私はドイツでの学術出版の事情についての知識はないが︑本書
はおそらく一般の読者が購入できる額 本ではないだろう︒むしろ︑大学図書館を中心とした公共施設向け いわゆ 研究書だそのようにこの 籍の出版コンテクストを仮定するならば︑この書籍の価値に対して違った見方ができ だろう 先述 お
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に収録されており︑構想されたのがそれより前であることは確かである︒一方︑ ﹁サヨンの鐘﹂物語 ﹃理蕃の友﹄で紹介され始めたのは一九四 年に入ってから︑村上元三の戯曲﹁サヨン 鐘﹂
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ther singular individuals ）へと﹂ （
Voices of the Past, p. 109 ︑拙訳） ︒
（












































出したいと思って るのです︒それが見つかる は 西欧かラテンアメリカか東アジアか︑はたまた複数の場所 組み合わせのうちになのかもしれません︒ ﹁同時代性﹂とは 分散した発話同士の接続を可能にする様式 ことで︑全地球的に当然視されてきている歴史的条件を疑問に付すような一連の問いの組み合わせが同じ格好となる 際して︑それらの問いに﹇相異なる地点で﹈
応答することと考えられるかと思います︒
ただ︑それはあくまで特定 場所と歴史を有 ものなのです︒そこでわたしは︑哲学的な立論を︑こ 種の
neighborhood
に結びつけることによって リージョナルなものとしたい（m
































































































ther singular individuals ）へと﹂ （
Voices of the Past, p. 109 ︑拙訳） ︒
（



















Thereafter, modern geological knowledge spread outside of academia and kiseki culture was 
forgotten; but little research has been done on the amateur geology of those times. This study 
focuses on the geological specimens preserved at the Tekijuku Memorial Center [Tekijuku 
Commemoration Association] at Osaka University, collected by Umetani Tōru in 1905, while in 
his youth. Umetani went on to become a medical doctor in Hyogo prefecture as well as an 
independent scholar. Detailed identification of provenance and the scientific names for each fossil 
specimen have now been provided by paleontological experts. The collection includes fossils from 
important locations in the study of Japanese paleontology. Particularly, it includes a Cretaceous 
heteromorph ammonoid, Pravitoceras sigmoidale Yabe specimen. This Japanese endemic species was 
described by Yabe Nagakatsu in 1902, three years before the Umetani Tōru specimen was 
collected. Such examples may indicate how widely modern paleontological knowledge, even the 
latest scientific information, had spread outside academia in the Meiji era.
Keywords : geology, paleontologist, Meiji period, Tekijuku, fossils, Umetani Tōru, Yabe Nagakatsu, 



























Kitamura Kenjirō’s Aru Kankyō (A Certain Environment) and Its Social 
Background : Dalian in 1910–1920
HAN Ling-Ling
This paper will investigate a series of short stories by Kitamura Kenjirō titled Aru kankyō, which he 
wrote during his sojourn in Manchukuo. It explores Kitamura’s insights into Manchukuo and his 
understanding of the meaning of literature, by analyzing the growth of the “self ” of a young man 
growing up in the Japanese colony of Kwantung, China.
 Kitamura was born in Tokyo in the year 1904 and went to Dalian in Kwantung as a boy. 
After spending ten years of his childhood there, he returned to Japan, when his literary career 
began. While in Tokyo, he founded a sole author coterie magazine called Bungei Puraningu and he 
actively associated with other literary coterie magazines like Sakuhin, Aoi hana, and the bulletin 
Nihon rōman-ha. His writing brought him into the limelight in the Japanese literary world, but in 
1937 he moved back to China, to Hsinking (the capital of Manchukuo, present-day Changchun), 
and there became involved in Chinese literary activity. Besides founding the Manshū rōman 
magazine in Hsinking, he wrote his full-length novel Shunren. In the process he became the only 
professional author in all Manchukuo. Kitamura also left many well known works written after 
World War II, such as Hokuhen bojōki (Longing for the North) on themes related to Manchukuo.
 Aru kankyō was published intermittently in various magazines from 1937 through 1941, and 
consists of a total of twelve pieces. The plot revolves around a protagonist named “Manshū no 
ahen ō” (Opium King of Manchuria), who grows up in the peculiar environment of the Japanese 
colony. The main attraction of this novel is the youth’s observations about the Japanese and 
Chinese phases of his life. The short stories series not only record the author’s self-development in 
a most vivid manner, but also reflects his quest for coexistence with other peoples through his 
literary activities. In this sense, Aru kankyō is perhaps the most problematic and underappreciated 
of Kitamura’s works.
Keywords : Kitamura Kenjirō, Manchurian literature, colonial literature, Aru kankyō, identity, Manshū 
rōman, Ishimoto Kantarō, Kwantung, colonial environment, Manchukuo
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independent scholar. Detailed identification of provenance and the scientific names for each fossil 
specimen have now been provided by paleontological experts. The collection includes fossils from 
important locations in the study of Japanese paleontology. Particularly, it includes a Cretaceous 
heteromorph ammonoid, Pravitoceras sigmoidale Yabe specimen. This Japanese endemic species was 
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Notes on Modern Chinese Thought and Revolution :  
With Focus on Ideological Elements from Japan
YANG Jikai
Mizoguchi Yūzō’s (1932–2010) research on China, like the discourse on Japanese culture of many 
Japanologists, is based on the framework of “national” intellectual and cultural histories advocated 
by Tsuda Sōkichi (1873–1961). This study, by contrast, deals directly with intellectual factors 
originating in modern Japan in pursuing research on modern thought and revolution in China 
and, by connecting them with the currents of thought in East Asia as a whole, places the focus of 
discussion on modern Japanese thought.
 Looking at modern Chinese thought and revolution from the viewpoint of East Asian 
political thought, this article first organizes and defines the concepts of quanyuan ( 権原 , symbol of 
political pressure) and fayuan ( 法原 , symbol of social pressure) as propounded by Xu Fuguan 
(1904–82). Through these concepts, it then examines the “parallel in terms of the cultural history 
of Japan and China” (Inoue Shōichi), grounded on the communality of East Asian civilization. 
Then, by tracing the development from Li Zhi’s (1527–1602) “division of heaven and man” to 
Jiao Hong’s (1540–1620) “religious eclecticism,” it suggests that Yamazaki Ansai (1619–82), 
Yamaga Sokō (1622–1685) and others who had inherited the intellectual traditions of the late 
Ming dynasty period created new paradigms of thought. The article concludes that the movement 
in East Asian civilization for the rebuilding of neo-Confucianism based on the teachings of Zhu Xi 
(1130–1200) and his followers, created through the process of its localization a new system of 
thought generating new qualities of universality. Those ideas stimulated the currents of thought 
that brought about the Meiji Restoration (1868) and China’s Xinhai Revolution (1911).
 The essay also argues that the analytical framework of lizhi (rule by etiquette or rites) system 
as advanced by Mizoguchi Yūzō and others needs to be reconsidered from the viewpoint of the 
communality of East Asian civilization.
Keywords : fayuan, quanyuan, modern China, thought, revolution, Japan, East Asia, sinicized Confucian 
































An Amateur Fossil Collection at the Dawn of Modern Japanese Geology : 
The Umetani Tōru Fossil Collection
ITŌ Ken, UTSUNOMIYA Satoshi, 
OHARA Masaaki, TSUKAGOSHI Minoru, 
WATANABE Katsunori, FUKUDA Maiko, 
HIROKAWA Waka, TAKAHASHI Kyōko, 
HASHIZUME Setsuya and EGUCHI Tarō
Geological specimens have very high durability compared with historical artifacts, suggesting that 
geological specimens known to have been collected at a certain time in history can be valuable 
clues for directly re-investigating them under almost the same conditions. “Geology” in the Edo 
period could be found in the culture of kiseki (“stone curiosities”) which had spread widely among 
the populace, as pursued by herbalists (honzō gakusha) like Kinouchi Sekitei (1725–1808), Kimura 
Kenkadō (1736–1802) and Hiraga Gennai (1728–1780). After the introduction of Western 
geology in the Meiji era, professional paleontologists, represented by Heinrich Edmund Naumann 
(professor at Tokyo Imperial University) and Yabe Nagakatsu (professor, Tohoku Imperial 
University), described only the geological, palaeotological and minerological aspects of the stones. 
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Notes on Modern Chinese Thought and Revolution :  
With Focus on Ideological Elements from Japan
YANG Jikai
Mizoguchi Yūzō’s (1932–2010) research on China, like the discourse on Japanese culture of many 
Japanologists, is based on the framework of “national” intellectual and cultural histories advocated 
by Tsuda Sōkichi (1873–1961). This study, by contrast, deals directly with intellectual factors 
originating in modern Japan in pursuing research on modern thought and revolution in China 
and, by connecting them with the currents of thought in East Asia as a whole, places the focus of 
discussion on modern Japanese thought.
 Looking at modern Chinese thought and revolution from the viewpoint of East Asian 
political thought, this article first organizes and defines the concepts of quanyuan ( 権原 , symbol of 
political pressure) and fayuan ( 法原 , symbol of social pressure) as propounded by Xu Fuguan 
(1904–82). Through these concepts, it then examines the “parallel in terms of the cultural history 
of Japan and China” (Inoue Shōichi), grounded on the communality of East Asian civilization. 
Then, by tracing the development from Li Zhi’s (1527–1602) “division of heaven and man” to 
Jiao Hong’s (1540–1620) “religious eclecticism,” it suggests that Yamazaki Ansai (1619–82), 
Yamaga Sokō (1622–1685) and others who had inherited the intellectual traditions of the late 
Ming dynasty period created new paradigms of thought. The article concludes that the movement 
in East Asian civilization for the rebuilding of neo-Confucianism based on the teachings of Zhu Xi 
(1130–1200) and his followers, created through the process of its localization a new system of 
thought generating new qualities of universality. Those ideas stimulated the currents of thought 
that brought about the Meiji Restoration (1868) and China’s Xinhai Revolution (1911).
 The essay also argues that the analytical framework of lizhi (rule by etiquette or rites) system 
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Expressionismus and Qiyun Shengdong :  
Hashimoto Kansetsu and China Studies in Kyoto in the Early 
Twentieth Century
INAGA Shigemi
The history of modern Japanese art in the first half of the twentieth century needs to be 
reconsidered within the framework of world art history for the corresponding period. The work of 
distinguished Kyoto artist Hashimoto Kansetsu (1883–1945) is inseparable from that endeavor. 
From the end of the Meiji era into the Taishō era (1912–1926), Kansetsu won the highest prizes in 
quick succession at the prestigious Bunten and Teiten exhibitions (sponsored by the Ministry of 
Education and the Imperial Academy of Fine Arts respectively). His prize-winning works, though 
their subjects were derived from the Chinese classics, made full use of Nihonga techniques. He not 
only incorporated the style of painting of Lang Shining (1688–1766), an Italian-born court 
painter of Qing China, but also gave close attention to the latest trends in Europe around the time. 
In my hypothesis, moreover, Kansetsu sought to reflect in his painting his appreciation for 
primeval art dating back to the Old Stone Age as well as to the arts of Persian miniatures. Such 
points of view remain missing in previous studies of Kansetsu.
 During the period from the 1911 Revolution in China up to the end of the First World War, 
Hashimoto Kansetsu inspired a movement in Japan to renew appreciation of artists and writers of 
the late Ming and early Qing dynasties who had received little attention in Japan. His efforts 
added impetus to the flowering of the new Southern School of Chinese painting in Japan. At the 
same time, by arguing for the aesthetic superiority of East Asian painting, he advocated his own 
brand of East Asianism [in art] while following the then-fashionable trends of Expressionism. This 
study reexamines Kansetsu’s efforts to revive East Asian painting in the context of ideological 




 Through a fresh look at Kansetsu’s painting and prolific writing activities from the Russo-
Japanese War to the interwar period (1919–1939), this study reconsiders not just Kansetsu but 
also the movement for the revival of East Asian painting in a broad, global perspective, placing 
painting trends within the context of the lively interaction between China, Japan, and Europe at 
that time.
 This article is based on a lecture delivered in commemoration of a large-scale retrospective 
exhibition held at the Hyogo Prefectural Museum of Art in 2014; it was presented also at the Free 
University of Berlin and the Museum Dahlem later that year.
Keywords : Hashimoto Kansetsu, new Southern School of Chinese painting, qiyun shengdong, 
Expressionism, Shi Tao, Chinese Revolution of 1911, China taste in Taisho Japan, Republic of 














～ 1602）の「天と人との分裂」から焦竑（1540 ～ 1620）の「宗教折衷」への展開を経ること























Expressionismus and Qiyun Shengdong :  
Hashimoto Kansetsu and China Studies in Kyoto in the Early 
Twentieth Century
INAGA Shigemi
The history of modern Japanese art in the first half of the twentieth century needs to be 
reconsidered within the framework of world art history for the corresponding period. The work of 
distinguished Kyoto artist Hashimoto Kansetsu (1883–1945) is inseparable from that endeavor. 
From the end of the Meiji era into the Taishō era (1912–1926), Kansetsu won the highest prizes in 
quick succession at the prestigious Bunten and Teiten exhibitions (sponsored by the Ministry of 
Education and the Imperial Academy of Fine Arts respectively). His prize-winning works, though 
their subjects were derived from the Chinese classics, made full use of Nihonga techniques. He not 
only incorporated the style of painting of Lang Shining (1688–1766), an Italian-born court 
painter of Qing China, but also gave close attention to the latest trends in Europe around the time. 
In my hypothesis, moreover, Kansetsu sought to reflect in his painting his appreciation for 
primeval art dating back to the Old Stone Age as well as to the arts of Persian miniatures. Such 
points of view remain missing in previous studies of Kansetsu.
 During the period from the 1911 Revolution in China up to the end of the First World War, 
Hashimoto Kansetsu inspired a movement in Japan to renew appreciation of artists and writers of 
the late Ming and early Qing dynasties who had received little attention in Japan. His efforts 
added impetus to the flowering of the new Southern School of Chinese painting in Japan. At the 
same time, by arguing for the aesthetic superiority of East Asian painting, he advocated his own 
brand of East Asianism [in art] while following the then-fashionable trends of Expressionism. This 
study reexamines Kansetsu’s efforts to revive East Asian painting in the context of ideological 
trends, especially against the backdrop of the development of China studies (Shinagaku) in Kyoto 
at that time.
X This essay focuses on studies by four authorities at Kyoto University in the 1960s, to clarify 
the true nature of what are considered the eighteen “washū” variants. In recent years, research 
performed by relying on the internet has become a trend, but in examining the veracity of our 
predecessors’ criticisms regarding the nature of words, it is essential to check through the available 
corpuses.
Keywords : wasei kango (Chinese words created in Japan), Pei wen yun fu, Siku quanshu, Nihonkoku genzai 




























Yamagata Aritomo and His Houses :  
The Relationship between Space and Politics
SATŌ Shin
Yamagata Aritomo is well known as one of the most influential political figures in prewar Japan, 
but also for his houses—notably Chinzan-sō in Tokyo, Murin-an in Kyoto, and Koki-an in 
Odawara—each of which has a beautiful, naturalistic-style garden. This article looks at this mighty 
statesman, who was also a connoisseur of fine landscape design, and his houses, and examines the 
interrelations of space and politics in modern Japan.
 It article reveals that, before the construction of Koki-an in 1907, Yamagata and other 
powerful politicians of the time maintained a spatial system with one house in Tokyo, another 
around Ōiso, and the other(s) in the countryside. Villas in the country including Yamagata’s 
Murin-an in Kyoto were intended as private retreats and were rarely “politicized.”
 Later, Koki-an became a kind of political center, where numerous politicians, bureaucrats, 
business people, and others, met with Yamagata. It is noteworthy that Yamagata had not 
deliberately chosen a remote location for a house to serve entertainment of political guests. Koki-
an had originally been planned as a country retreat in place of Murin-an, mainly for the sake of 
Yamagata’s health, but its completion coincided with his rise to great political influence at that 
time, resulting in its unexpected politicization.
 This article also tries to find out how Yamagata actually used these residences in terms of 
political space. It is inferred that by skillfully controlling use of different parts of the house, 
Yamagata used space to establish the supremacy of the host over guests. This usage clearly reflects 
Yamagata’s style of politics, and also indicates that we may be able to describe each statesman’s 
character more intimately and precisely by closely observing and comparing their ways of using 
space in the political sense.
Keywords : Yamagata Aritomo, modern Japan, Japanese political history, architecture, gardens, space and 










X This essay focuses on studies by four authorities at Kyoto University in the 1960s, to clarify 
the true nature of what are considered the eighteen “washū” variants. In recent years, research 
performed by relying on the internet has become a trend, but in examining the veracity of our 
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The Cosmology of the Avatam. saka-sūtra and the Design of the Great 
Buddha at Tōdaiji Temple
SOTOMURA Ataru
The Great Buddha statue (752 C.E.) of Tōdaiji in Nara is a work of art renowned throughout the 
world. Tōdaiji is the head temple of Japan’s Kegon school of Buddhism. The statue is an important 
one for understanding how Japanese have understood the Huayan jing (Jp. Kegon kyō), the Chinese 
translation (the 5th century 60-fascicle and the 7th century 80-fascicle versions) of the Avatam. saka-
sutra (Flower Adornment Sutra), one of the most important sutras of Mahāyāna Buddhism. 
Therefore, the statue is more than just an object of art and culture.
 However, the Great Buddha statue with its lotus pedestal seems to be more closely related 
to the Fanwang jing (Jp. Bonmō kyō; Brahmā Net Sutra), one of the main sutras of the Ritsu 
Vinaya school, than to the Huayan jing. The reason for this has not been clarified yet, but many 
scholars even believe that the statue was not made on the basis of the Huayan jing but the 
Fanwang jing.
 This paper analyzes the cosmology explained in the Huayang jing, and offers a new hypothesis 
that the Great Buddha statue was made to represent the Buddha Vairocana in the way described in 
the 60-fascicle version, not the 80-fascicle version. It points out that, while the basic design of the 
statue with its pedestal is clearly contradictory to the 80-fascicle version, it does not contradict the 
60-fascicle version. The corresponding part of the contradictory content of the 80-fascicle version 
is missing in the 60-fascicle version. The Fanwang jing seems to have been employed in 
supplementary fashion to determine this part of the basic design. However, the Fanwang jing 
cannot be regarded as the main basis for the design of the statue, because it has discrepancies with 
other parts of the design. At the same time, if one relies on the 60-fascicle version, there do not 
seem to be any contradictions.
Keywords : Huayan jing (Flower Adornment Sutra), Avatam. saka-sutra, cosmology, Vairocana, Fanwang 




























The “Washū” Studies of the 1960s :  
A Reinvestigation Based on Language Corpuses
LAI Yen-Hung
Among the achievements of research on ancient Japanese literature, Kojima Noriyuki’s Jōdai Nihon 
bungaku to Chūgoku bungaku: Shuttenron o chūshin to suru hikaku bungakuteki kōsatsu [Early 
Japanese Literature and Chinese Literature: A Source-Based Comparative Literature Study] (1962–
1965) is generally acknowledged as a landmark work. Numerous reviews of the work appeared 
from the perspectives of Chinese literature or Japanese literature, and it was awarded Japan 
Academy’s Imperial Prize in 1965. The comment of the Japan Academy screening committee that 
“there have been some differences of opinion regarding its citation of sources from Chinese 
classics,” however, casts some shadow over the integrity of the work.
 These “differences of opinion” should be taken seriously. It is necessary to check Kojima’s 
views about Chinese words relying on, for example, the digital edition of the Siku quanshu. 
Ultimately, this author checked thoroughly all precedents for six washū terms including “ 及 ” and 
found that it is possible to come up with a new interpretation.
 Some misunderstanding on Kojima’s part regarding Chinese may be attributed to his reliance 
on reference books and rhyme books. The errors, however, are not simply sporadic. Besides these 
problems, the four words mentioned in the review by Iriya Yoshitaka (1965) and the three words 
Kanda Kiichirō critiqued in 1965–1966 are probably not appropriate examples. Also, there may be 
some problem with the five words noted in Yoshikawa Kōjirō’s work, Sōseki shichū (1967). Greater 
effort must be made to collect example sentences from overseas for the purpose of comparisons 
with the vocabularies considered as washū variants.
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to the Fanwang jing (Jp. Bonmō kyō; Brahmā Net Sutra), one of the main sutras of the Ritsu 
Vinaya school, than to the Huayan jing. The reason for this has not been clarified yet, but many 
scholars even believe that the statue was not made on the basis of the Huayan jing but the 
Fanwang jing.
 This paper analyzes the cosmology explained in the Huayang jing, and offers a new hypothesis 
that the Great Buddha statue was made to represent the Buddha Vairocana in the way described in 
the 60-fascicle version, not the 80-fascicle version. It points out that, while the basic design of the 
statue with its pedestal is clearly contradictory to the 80-fascicle version, it does not contradict the 
60-fascicle version. The corresponding part of the contradictory content of the 80-fascicle version 
is missing in the 60-fascicle version. The Fanwang jing seems to have been employed in 
supplementary fashion to determine this part of the basic design. However, the Fanwang jing 
cannot be regarded as the main basis for the design of the statue, because it has discrepancies with 
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Nara-period Tax Registers and Tax Integration
HONJŌ Fusako
Opinion varies concerning the beginning of the tax register (zeichō) system, but the taiso 
kazunofumi, the government order for creation of which was issued in 702, was not an immature 
form of tax book as has been previously presumed, but documentation that might be positively 
considered as the beginning of the tax register system. Through an analysis of the wording used 
when submitting the earliest taiso kazunofumi tax books to the central government, it can be 
confirmed that they either lacked the function of recording and reporting the various uses of shōzei 
tax or, at least, such a function was considered not to be a major one. These zeichō tax books were 
for the shōzei principal tax rice to be stored at public repositories (shōsō), and cannot be viewed as 
evidence of the institutional immaturity of the system.
 The kantō kongō (integration of the kantō tax rice into shōzei) in 734 brought a major change 
in the tax register system that had been earlier established in 702. The responsibilities of the 
zeichōshi, or officials in charge of delivering the tax reports from the provinces to the capital, 




the provincial official of the fourth-rank, to fourth-rank official. The name of the tax books was 
also changed from shūnōchō (“receipt book”) to mokurokuchō (“tax inventory book”), suggesting 
that tax books increased in importance as official documents. The prescribed form also changed in 
some provinces, from a chronological, repository-tag-like way of recording to a form showing a 
separate entry for the zatsuyō rice.
 The kantō kongō was aimed at strengthening supervision over provincial government finance, 
specifically in the writing of the zatsuyō into the tax books. The zatsuyō records began now to be 
checked strictly and actual figures, not estimates, had to be reported. Probably for this reason, the 
deadline for submission of the tax book became fixed at the end of the 2nd month of the following 
year.
Keywords : tax registers, zeichōshi (tax reporting officials), kantō kongō, taiso kazunofumi, tax receipt books, 
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韓 玲玲 総合研究大学院大学 博士後期課程
トゥンマン 武井 典子　　ヨーテボリ大学 名誉教授
ニールス・ファンステーンパール　　京都大学 白眉センター 助教
朝倉 和子 翻訳家
王 宝平 浙江工商大学 教授・院長
松田 利彦 国際日本文化研究センタ ／ー総合研究大学院大学 教授
ジェイソン・モーガン　　ウィスコンシン・マディソン大学大学院 博士課程
ミツヨ・ワダ・マルシア ノー　　カールトン大学 教授
垂水 千恵 横浜国立大学国際戦略推進機構 教授









ヴィム・ボ トー W. J. (Wim) Boot（ライデン大学）
フレデリック・ディキンソン Frederick R. Dickinson（ペンシルベニア大学）
プラセンジット・ドゥアラ Prasenjit Duara（シンガポール国立大学）
プラット・アブラハム・ジョージ Pullattu Abraham George 
（ジャワハルラール・ネルー大学）
マティアス・ハイエク Matthias Hayek（パリ・ディドロ大学）
イルメラ・日地谷＝キルシュネライト Irmela Hijiya-Kirschnereit 
（ベルリン自由大学）
フェイ・阮・クリーマン Faye Yuan Kleeman（コロラド大学）
李 漢燮 Lee Han-Seop（元 高麗大学校）
林 志弦 Lim Jie-Hyun（漢陽大学校）
アハマド・ムハマド・ファトヒ・モスタファ Ahmed M. F. Mostafa 
（カイロ大学）
魯 成煥 No Sung-Hwan（蔚山大学校）
織田 順子 Junko Ota（サンパウロ大学）
酒井 直樹 Naoki Sakai（コーネル大学）
タイモン・スクリーチ Timon Screech（ロンドン大学 SOAS）
徐 興慶 Shyu Shing-Ching（台湾大学）
将基面 貴巳 Takashi Shōgimen（オタゴ大学）
孫 歌 Sun Ge（中国社会科学院文学研究所）
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行する学術論文集で一九八九年に創刊され、以後年二回の定期刊行を重ねて、このたび第五十一集を発刊する運びとなった。創刊号に掲載の、梅原猛初代所長「 のことば」の結尾には、日文研が「国際的・総合的な共同研究の機関」であるとともに「新しい学問 創造 機関」でもあり、この雑誌から「人類社会に大きな光を与える新しい理論が生れてくることを強く希望する」と記され いる。これこそが『日本研究』の原点として幾度も噛みしめるべき言葉であろう。と同時に、 の雑誌は審査委員 よる厳正な査読を経て投稿 文を掲載してきており、日文研という一機関の枠に閉じない形で広く国内外の研究成果に扉を開いて た。今回 創刊以来ほぼ変わらなかった表紙などの装丁を一新し、新たに書評欄を設けて、海外で刊行された日本研究の成果を紹介することになったのも、これまで 伝統にあぐら かくこと く、さらに世界に開かれた、そ 世界に発信する体力を持った雑誌を作っていくためである。今後は特集号を組むこ も視野に入れている。新しい『日本研究』へ 、これまで以上のご支援をお願いする次第である。
『日本研究』編集長
　坪井秀人



